





































Happiness d∞，s not Iie inthe pos鈴ssionof positive reinforcers; it lies in bchaving because positive reinforcers havc 










































































































































































































































































































































































































































































































[締法11大学生協の「草ni!l'検若者発注サー ビス ~f語検索j を飼いて、「生きがいJ を キーワードにあててみる と 188
僚 (f生き甲斐jでは1521Rt)が、また「心理学jをキーワードにあててみると2257冊がヒットする [1999年1月31臼
茨在J.ところが.r生きがいjと f心理学jをAND条件で結んで検索してみると、わずか7冊 Cf生き甲斐J& f心
理学jでは5締)だけに絞り込まれてしまった。同じく fSuperちょいす君岡山大学紛属図書館版Jによれば、 f生き
がいjキーワードで346fllf'( [生きlf1鉛J では26締)が、また「心理学j キーワードではお00冊オーバー。 [1999~1~9月
30日現夜]。ところが、「主主きがいj と f心理学j を AND条件で絡んで検索してみると、おずか 6椅 Cf生き甲~J & 
f心理学j では O椅)だけに絞り込まれてしまう。はんらい r~きがいj は心理学の銀本間mであるはずなのだが、
心理学者・が正商から取り組んだような本I主意外に少ないことが分かる。












[締法41 !Otlま佐議方訟を怠考・にしたが、本績では fhappin蹴 Jを「宰領jではなく f生きがいjとして訳出した.








好子 (positivcreinforcers) 行動のi在後に出現するとその行動の将来の生起頻度がt管制 {もしくは百高級度で安定的に出
演}するよう な刺激、山来事、条件。食物やお金のような具体的な「ものJばかりでなく、f干、加速度、完成、創作、
社会的1Ufなど信広い事象が好子になりうることが知られている.


















































































































































































そういう ζとをふまえて、最近Z番組の AO 入試や推iI入紋についてより建設的な愈見を~べるならば、ただflll3l.的に
rooを.llU是jと規定するのではなく、高校生が努Jりの対象にできるような具体的な行動を籾示してもらいたいとい
うことになる。それは別段、学校の1受業科目でなくてもよい.スポーツ一般はもとより、歌や演奏、パソコン技術、
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